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平成20年度
「新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム」

近畿地区意見交換会

京産大発ファシリテータマインドの風

―ファシリテーションの定着による学生支援改革―

平成21年2月23日
ク ウ プ ザホ 大阪
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＠ＡＮＡクラウンプラザホテル大阪

京都産業大学
キャリア教育研究開発センター

鬼塚哲郎・林 誠次・棚原由香利・北村広美・中西勝彦

プレゼンテーションの流れ

①① 私たちはどうやってファシリテーションに出会ったか私たちはどうやってファシリテーションに出会ったか
～低単位・低意欲層向けキャリア形成支援科目の立ち上げ～～低単位・低意欲層向けキャリア形成支援科目の立ち上げ～

①① 私たちはどうやってファシリテーションに出会ったか私たちはどうやってファシリテーションに出会ったか
～低単位・低意欲層向けキャリア形成支援科目の立ち上げ～～低単位・低意欲層向けキャリア形成支援科目の立ち上げ～

②② 私たちの気付いたファシリテーションの有効性とは何か私たちの気付いたファシリテーションの有効性とは何か②② 私たちの気付いたファシリテーションの有効性とは何か私たちの気付いたファシリテーションの有効性とは何か

③③ ファシリテーションの有効性をどう広めていくかファシリテーションの有効性をどう広めていくか
～Ｆ工房の開設～～Ｆ工房の開設～

③③ ファシリテーションの有効性をどう広めていくかファシリテーションの有効性をどう広めていくか
～Ｆ工房の開設～～Ｆ工房の開設～
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～Ｆ工房の開設～～Ｆ工房の開設～～Ｆ工房の開設～～Ｆ工房の開設～

④④ 私たちの理想はどのようなものか私たちの理想はどのようなものか
～Ｆ工房の事業展開と今後～～Ｆ工房の事業展開と今後～

④④ 私たちの理想はどのようなものか私たちの理想はどのようなものか
～Ｆ工房の事業展開と今後～～Ｆ工房の事業展開と今後～
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創立 1965年
所在地 京都府京都市北区上賀茂

法学部
経済学部

京都産業大学

学部

経済学部
経営学部
外国語学部
文化学部
理学部
工学部
コンピュータ理工学部

法学研究科
経済学研究科

学生数 約13,000人

＊ワンキャンパスの私立総合大学
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研究科

経済学研究科（通信教育課程）
マネジメント研究科
外国語研究科
理学研究科
工学研究科
法務研究科（法科大学院）

特色

ワンキャンパスの私立総合大学
＊伝統的に教養教育/

就職支援に重点
＊近年はキャリア教育に力

⇒キャリア教育研究開発
センター

＊学部間の垣根を低く

チャレンジ
キャリア・Re－デザイン
キャリア・デザイン応用

学士過程教育の中のキャリア形成支援科目群

キャリア意識再生プログラム

進
路
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム

（
就
職
支
援
業
務
）

キャリア・デ
ザイン基礎

精神の源流
キャリア デザイン応用

自
己
発
見

レ
ポ
ー
ト

自己発見とキャ
リア・プラン

専門教育
教養教育

キャリア ・
カリキュラム

）

自己発見と大
学生活

21世紀と企業
の課題

インターンシップ1～６
オンオフキャンパスフュージョン
（０/０CF）１～４

ＰＢＬ(課題解決型）
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キャリア・Re‐デザイン

＊とりあえず進学した/将来の仕事を考慮して学部を選択した：５割
（平成１７・１８年度 独・労働政策研究・研修機構による本学４回生対象の調査）

背景：他律感が強く、低意欲の状態に置かれている学生層の増加

（平成１７ １８年度 独 労働政策研究 研修機構による本学４回生対象の調査）

＊ 近年の留年率高止まり傾向

平成
10年

11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年

14.1％ 16.1％ 15.1％ 17.4％ 16.5％ 18.0％ 17.5％ 16.7％ 17.3％ 17.2％
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‘05年度秋、低意欲、低単位学生向けの科目として開講

各クラス20数名程度の少人数クラスで運営

授業は・・・

• １泊２日の合宿授業/社会人インタビュー/５分間スピーチ

‘05年度秋、低意欲、低単位学生向けの科目として開講

各クラス20数名程度の少人数クラスで運営

授業は・・・

• １泊２日の合宿授業/社会人インタビュー/５分間スピーチ

キャリア・Re‐デザインの特徴

1. グループワーク中心の授業1. グループワーク中心の授業

授業の４つの特徴授業の４つの特徴

グ ク中 授業

2. 距離の近いオトナ‐ファシリテータの存在

3. 様々な学年・学部の人との交流

4. 真面目な話を真面目に深めに！

グ ク中 授業

2. 距離の近いオトナ‐ファシリテータの存在

3. 様々な学年・学部の人との交流

4. 真面目な話を真面目に深めに！
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学生それぞれが次の１歩を踏み出すきっかけを提供学生それぞれが次の１歩を踏み出すきっかけを提供学生それぞれが次の１歩を踏み出すきっかけを提供学生それぞれが次の１歩を踏み出すきっかけを提供
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ファシリテーションとは・・・・・・

ファシリテーションの定義

＊ コンテンツづくりの協働作業において、コンテンツそのもの
には介入せず 構成員間に形成される関係性に留意しなには介入せず、構成員間に形成される関係性に留意しな
がらコンテンツづくりのプロセスを支援するスキルの総体

＊ 効果・・・当事者意識が醸成 → 自律性を育む

地域社会では・・・ 企業では・・・ 学校では・・・

＊子供たちのネット
ワーキングを支援す
るおじいちゃん、おば
あちゃん、ガキ大将

＊各種研修

＊プロジェクト
チーム運営

＊総合学習

＊フィンランドの例

7
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授業環境

社会人ボランティア・
インタビュイー

社会人専門職
（学匠）

社会人
モデル提示

教材提示

受講生
２０～２５名

大学
職員

学
生

身近な社会人
モデル提示

教材開発

ニーズの
汲み取り
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観察とフィードバックの
ファシリテーション

教材提示科学的に
分析

フィードバック
教員

個人面談

汲み取り

評価

ファシリテーションの有効性

低意欲
・

低単位
層

自己分析/将来の自己像

職業世界への目線づくり

課
題
の
設
定

ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン

キャリア・Ｒｅ-デザイン
F工房

修学支援フ
ァ
シ
リ定 ン

ファシリテータ

教員 職員 社会人 学生学外専門職

授業後の
振り返り

ファシリ
テータ
研修

学生に
よる

ツール
開発

自己開示・
ネットワーク
づくりに有効

生活支援

ＳＤ領域

教育寮支援

ＦＤ領域

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
他
領
域
へ
の

開発

観察とフィードバック
のファシリテーション

有能感の醸成
に有効

づくりに有効 ＳＤ領域の
応
用

その他

ファシリテーション・・・自己開示・ネットワークの促し/有能感の醸成に有効
Ｆ工房の目的・・・・・・・ファシリテーションの有効性を発信する場を創出

⇒ 低単位・低意欲学生層の活性化と自律を支援



7

経済
経営

法

外国語

文
化
理

留学生支援

ボランティア
支援

障害のある学生
支援

教学オリエンテーション

履修オリエンテーション

学生支援のさまざまな領域

教学センター国際交流センター

ボランティア活動事務室

修学支援

学生

化
理

工

コン
理工

クラブ

アルバイト

奨学金

寮

生活

正
課
外

正
課

初年次教育プログラム

共通外国語プログラム

学生生活
オリエンテーション

FD/SD関連ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

ﾌｧｼﾘ
ﾃｰﾀ

学生部

学生生活
支援

進路支援

健康
支援

メンタル
ヘルスケア

人権センター

保健管理センター

進路センター学生相談室

図書館 Ｆ工房
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キャリア教育研究
開発センター

情報センター

Ｆ工房 概念図

社会的ニーズ 学生ニーズ

キャリア形成支援科目

Ｆ工房
キャリア教育研究開発
センター研究部門

＜知恵袋＞

学生支援プログラム
改善案づくり

＜作業場＞

FD/SD関連ワークショップ
の立案・開催・評価

＜道具箱＞

学生による学生のための
ツール開発

専門職・事務職スタッフ工房ボランティア

調査研究機能

工房スタッフ

低単位・低意欲層

中間層

高意欲層 14
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Ｆ工房 ＜知恵袋ちえぶくろ＞

事業モデル

既存のプログラムの
改善案づくり

プロジェクトチーム

工
房
ス
タ
ッ
フ

部
署
ス
タ
ッ
フ

学
生
有
志

既存の学生支援
プログラム

改善案作成

15

プロフェッショナル・ファシリテータを置く

Ｆ工房 ＜作業場さぎょうば＞
ワークショップの

立案・開催・評価

地域に開かれた領域

ファシリテーション研究会

FD領域 SD領域

TA/RA研修

キャリア形成支援科目

共通外 語授業改善

ファシリテータ研修会

教育寮リーダー研修

高大連携キャリア教育

履修支援

初年次教育プログラム運営

/ 研修

窓口対応研修人権研修

共通外国語授業改善

メンタルヘルス研修
演習授業改善

16

留学生支援
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Ｆ工房 ＜道具箱どうぐばこ＞
学生による学生のためのファシリテーションツール開発

ファシリテーションによって有能感を獲得した受講生

学生ファシリテータとして授業運営に参加

キャリアをテーマとし、世の中で広く活用できるようなツールの開発

自己開示ツールの必要性を痛感し、開発に着手

アイスブレーキングツール 自己開示促進ツール コミュニケーションツール

キャリア系授業 学生支援の取組み 高校のキャリア形成支援授業

導入例

講義科目でのアイス
ブレーキングツール
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導入例
教育寮班長研修での
自己開示促進ツール

導入例
入学前プログラムでの
自己開示促進ツール

授業名等 実施回数 参加者 実施ゲーム名

キャリア・Re‐デザインⅠ
６回

（'06春～'08秋）
約500名

キャリアスゴロク
ポーカーフェース
Hit Your Answer!
絵モーション 他４つ

これまでの活動実績

学
内

絵モ ション 他４つ

キャリアデザイン応用
３回

（'07秋～'08秋）
約100名

キャリアパズル
キャリアビンゴ
Hit Your Answer!

現代社会における職業観
２回

（'08年春＆秋）
約150名

キャリアビンゴ
Feel in G

O/OCF 1
１回

（'08年 10月）
約70名 Hit Your Answer!

学
外

日本キャリアデザイン
学会展示会場

１回
（'08年 9月）

約70名
絵モーション
Hit Your Answer!

滋賀文化短期大学
２回

（'08年 12月）
約20名

ポーカーフェース
Hit Your Answer

京都外国語大学
２回

（'09年 1月）
約90名 もじりんぐ
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寮班長研修プログラム改善

寮スタッフからの
協力依頼

知恵袋学生フ シリテ タ

道具箱

知恵袋

ニーズ調査

改善案づくり

学生ファシリテータ
の参加

ツールの
カスタマイズ

19

作業場/現場

研修プログラムの実施

ステークホルダーによる評価
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高大連携キャリア教育プログラム

付属高校からの
協力依頼

知恵袋学生ファシリテータ

道具箱

知恵袋

ニーズ調査

教案づくり

学生ファシリテータ
の参加

ツールの
カスタマイズ

21

作業場/現場

教育プログラムの実施

ステークホルダーによる評価
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Ｆ工房 イメージ図

作業場 道具箱
１２/２ 作業場／●●課 職員研修企画会議
１２/２ 道具箱／ツール開発プレゼン

１２/３ 知恵袋／○○室 次年度学生支援相談
１２/５ 作業場／○○センター研修の振り返り

知恵袋

オフィス

入り口 入り口

平成20年度

＜道具箱＞ ＜作業場＞ ＜知恵袋＞

かい①開設準備がハード・ソフト両面で完了
②＜知恵袋＞＜作業場＞ニーズアセスメント完了

自
己
評
価
ボ

Ｆ工房の到達目標

外
部
評
価
委
員
会
に
よ

ボ
ー
ド
に
よ
る
「
振
り
返
り

①キャリア形成支援領域でファシリテーション・スキルが共有
② 工房ボランティアの定着

①多様な領域でのファシリテーション・スキルが共有
② 本学学生の３０％がＦ工房を認知

平成21年度

平成22年度

る
評
価

」
の
実
施

② 本学学生の３０％がＦ工房を認知

②＜道具箱＞での
学生ボランティア
による運営の定着

①関連部署
との連携が
恒常化

④低単位・低意欲層の
活性化と自律が促進、
退学者・留年者が減少

③本学学生の
５０％が

Ｆ工房を認知

事業全体

24


